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下記のとおり、対象火気器具等の使用及び露店等の開設に伴い、防火安全の自己点検を行いました。 

記 

点検内容 ﾁｪｯｸ欄 

①火気器具の使用方法が適切ではないことから、火災が発生するかもしれない。 

周りには可燃物を置かない（風でテントなどが近づかないようにする）（投光器を含む）。 □ 

水平にしっかり固定された不燃性の置台の上で使用する。 □ 

②火気器具を使用中に火災が発生したが、消火器がない、またはどこに消火器がおいてあるのかわからず、迅速な

初期消火ができず、露店等が全焼し、来場者が死傷するかもしれない。 

使用期限の経過していない消火器を準備する。 □ 

準備した消火器がどこに置いてあるのか、露店等の関係者全員で確認する。 □ 

露店等の関係者全員で、消火器の使用方法を確認する。 □ 

③ガスボンベとゴムホースの接続不良やホースのひび割れがあり、そこからガスが漏れ出し、引火または爆発す

るかもしれない。 

ゴムホースの長さは 2m以内とし、接続部分をホースバンド等で締め付ける。 □ 

使用前に、ゴムホースにひび割れ等の劣化がないか点検する。 □ 

ホースの継ぎ足し、三方継手により二又分岐させない。 □ 

④業務中の接触や強風・地震によりガスボンベが転倒し、来場者がけがをしたり、ガスが漏れ出て引火または爆発

につながったりするかもしれない。 

ガスボンベは、直射日光の当たらない通気性の良い場所に設置する。 □ 

ガスボンベは、転倒しないようロープ等で固定する。 □ 

⑤調理中に火のついた物や炭火がコンロや火鉢の下に落ちる、または炭の残り火が他の物に引火して、火災が発生

するかもしれない。 

コンロや火鉢の下には、不燃材料のものを敷く。 □ 

炭の残り火は、完全に消火し、紙くず等と分別して処理する。 □ 

⑥業務中に、整理整頓されていないところやごみ集積場所に放火されるかもしれない。 

露店等の周囲は、整理整頓しておく。 □ 

ごみは、指定された時間に指定された場所へ出し、放火をされないようにする。 □ 

⑦火災発生時、頭の中が真っ白になり、初期消火や 119番通報、適切な避難誘導ができないかもしれない。 

火災発生時に連絡しなければならない場所（消防･催しの主催者等）を確認する。 □ 

火災発生時の来場者の避難誘導要領を確認する。 □ 

⑧発電機の使用方法が適切ではないことから、火災が発生するかもしれない。 

平坦で安定した屋外に置き、周囲に可燃物を置かない。 □ 

燃料を給油するときは、必ず発電機を停止させる。 □ 

ガソリンは専用の容器に入れ、高温になる場所を避け、必ず目の届くところに置く。 □ 

ガソリンの容器を開ける前には、必ずエア抜きをする。 □ 


